
チューリップ   （フラワーセンター）　中川市長撮影 表紙の写真（市内の美しい花や風景など）を募集しています。
詳しくは経営戦略室までお問い合わせください。

2009 No.5414
平成21年4月15日発行

交通死亡事故多発非常事態を宣言              p3
加西市初の任期付職員等からのメッセージ        p4
第4期介護保険事業計画を策定 p6
人間ドック等助成券発行のお知らせ              p9
タウントピックス                p10

福祉医療制度の改正について            p12
人材育成基金助成の運用について           p14
講座　イベント　募集情報            p15
休日のお医者さん　相談日程            p19
かさいフェスタ2009（仮称）の名称募集           p20

〈特集〉　3月議会を振り返って           p2



2 3

　第 224 回加西市議会定例会には、予算案や条例案など 42 議案を上程しました。そのうち 37 議案については承認され
ましたが、残念ながら 4議案については否決、1議案については修正可決されました。
　各議員は、それぞれ慎重に審議され、ご自身の信念に基づき賛否を決断されたものでしょうから、市長である私は市
議会で承認された範囲内で粛々と行政執行するのみです。
　市民の皆様も市議会を一度傍聴され、議場でいかなる議論がなされているか是非ご覧いただき、ご不明な点は各議員
にもお尋ねいただきたいと思います。その積み重ねが市政改革や市民参画につながるのではないでしょうか。（ 市　長 ）

３月議会を振り返って

交通死亡事故多発非常事態を宣言
　加西市は、交通死亡事故が続発していることから 4月 2 日、加西市交
通事故抑止緊急対策会議を開催し、非常事態宣言を発令しました。期間は
5月 6日まで。
　会議には、中川市長はじめ、加西警察の石田署長ほか、区長会、婦人会、
老人クラブ、交通安全協会や自家用自動車協会等の代表者ら 16 名が参加。
交通安全を呼びかける横断幕や看板、上り旗の設置、広報車による巡回、
防災ネットでの配信、チラシの配付等で啓発活動をすることとしました。
　市内では、昨年 11 月から本年 3月までに、毎月連続して交通死亡事故
が 7件発生、このうち 5件の事故で高齢者が亡くなられました。

【問合先】　総務部　自治参画課　☎428751

緊急対策会議で交通死亡事故多発の非常事態宣
言をする中川市長

■交通死亡事故発生状況

月日 時間 場所
11 月 5 日 17 時 40 分ごろ 西笠原町
11 月 13 日 10 時 50 分ごろ 北条町
12 月 27 日 17 時 30 分ごろ 北条町
1月 19 日 21 時 30 分ごろ 田原町
2月 5日 20 時 00 分ごろ 福住町
3月 18 日 21 時 00 分ごろ 殿原町
3月 29 日 7時 50 分ごろ 東剣坂町

　市民のみなさん。交通事故は決して他人ごと
ではありません。車を運転するときは、速度を
控えめにして、ゆとりを持って運転しましょう。
夜間、暗い道路では歩行者や自転車の発見が遅
れます。早めの点灯と対向・前車のない時のラ
イトの上向きに努めましょう。歩行者や自転車利用のみなさん。あな
たに近づく車の運転手は、あなたのことに気づいているでしょうか。
夜間は明るい服装に心掛け、反射材を着装しましょう。

加西警察　石田敏治署長

■みんなの小さな実践が事故を防ぎます。

議案第 6号
公益法人等への派遣

議案第 13 号
養老金支給の廃止

議案第 15 号
市開発条例の制定

議案第 19号
名誉市民の同意

井上智章 ○ ○ ○ ○
別府　直 ○ ○ ○ ○
丸岡弘満 ○ ○ ○ ○
小谷安富 ○ ○ ○ ○
繁田　基 × × × ×
土本昌幸 × × × ×
高橋佐代子 × × × ×
黒田秀一 × × × ×
吉田　稔 × × × ×
後藤千明 × × × ×
森元清蔵 × × × ○
井上芳弘 ○ × ○ ○
西川正一 ○ ○ ○ ○
三宅利弘 × × × ×
高見　忍 × × × ×
森田博美 議長席 議長席 議長席 議長席
桜井光男 × × × ×
山下光昭 ○ ○ ○ ○

採決結果 否決 ( 賛成 7、反対 10) 否決 ( 賛成 6、反対 11） 否決 ( 賛成 7、反対 10） 不同意 (賛成8、反対9）

■全会一致で可決された主な議案

■議案第 3号　加西市コンプライアンス条例の制定について
　法令等の順守、倫理の保持、市政の透明性を高め、公正な職務の遂行によって、信頼される市政の確立を目的に定
めるものです。
　なお、平成 17 年度に実施した職員採用試験で、採点結果の点数を改ざんした当時の担当者 3名を 3月 23 日、減給
10 分の 1（6ヵ月）の懲戒処分としました。市役所でこのような非違行為が二度と起こらぬよう、今回可決された条
例のもと職員一丸となって法令順守に努める所存です。

■議案第 4号　特別職に属する常勤の職員、教育長及び一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条　
　例の制定について
　給与月額を 6月 30 日まで市長 10％、副市長 7％、教育長 5％カットするものです。

■議案第 9号　加西市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　低所得者層の負担軽減を図るため、後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額、世帯別平等割額を改正、また
それに伴う軽減額を改正するものです。

■議案第 10号　加西市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
　県の行財政構造改革及び少子化対策の一環として、福祉医療制度の対象者や助成額等を変更する必要が生じたこと
に伴う改正です（詳しくは 12 頁に掲載）。

■議案第 6号　加西市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の制定について（賛成 7、反対 10 で否決）
　公益法人等への職員の派遣、例えば加西市社会福祉協議会に職員を派遣し、経営改善を図り、管理を徹底させるこ
となどが目的です。

■議案第 13号　市民養老金支給に関する条例を廃止する条例の制定について（賛成 6、反対 11 で否決）
　県の長寿祝い金の廃止や事業仕分けの結果を踏まえ、100 歳及び 88 歳を迎えた方への養老金を廃止し、代わりに祝
い品とメッセージを贈ろうとするものです。

■議案第 15号　加西市開発調整条例の制定について（賛成 7、反対 10 で否決）
　適正な土地利用を図り、良好な市街地の形成のために、開発事業の実施にあたり、必要な基準や手続きを定めるも
ので、昨年 12 月議会で否決されたことを受け、再度修正案を上程していました。

■議案第 19号　名誉市民の称号を贈ることにつき同意を求めることについて（賛成 8、反対 9で不同意）
　加西市下芥田町出身で曹洞宗大本山永平寺貫首や曹洞宗管長を務め、日本の仏教界や宗教界の指導者としても多大
な業績を残されたほか、人権・文化の面でも尽力され、昨年 1月に 106 歳で亡くなられた宮崎奕保氏に対して、加西
市名誉市民の称号を贈ることについて同意を求めたものです。
　市議会の代表者も加わった加西市名誉市民選考委員会に諮り、全会一意で賛同をいただき、それを受けて議会に上
程したものでした。

■賛否が分かれた主な議案

■賛否が分かれた主な議案の採決結果

議員名
議案

※議員名は議席順で敬称を略しています。○は賛成、×は反対を表しています。

　上記はあくまで 3月議会での賛否の状況であり、今後、臨時議会に向け議案を一部修正すること等も含め、議員各位
のご理解を求めていく所存です。
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環境ジャーナリスト村上敦氏講演会（要旨）

【問合先】　環境創造課　☎426620

　2 月 18 日、ドイツ在住の環境ジャーナリスト村上敦さんをお招きし、
ドイツ・フライブルク市の環境政策をテーマに語っていただきました。

■フライブルク市について
　フライブルク市の人口は 22 万人で、毎年 1％程度、増加傾向にある。
名門フライブルク大学を中心とする大学都市で、学生数だけでも 2.5 万
人いるが、高人口密度のコンパクトシティで市民は暮らしている。
　フライブルク市の土地の大きさは加西市とほぼ同じで、土地利用は、
加西市と非常に似ている。加西市の 4倍以上の人口と経済活動を同じ面
積の土地で行っている。フライブルク市に大きな産業はなく、大学、病院、
観光、サービス業が経済の柱である。市の予算は 900 億円前後で、他の都市と比較すると経済力はそれほど高くないが、
非常に活気がある。これはできるだけ狭い空間に、多くの人間が活動をすることをめざした都市計画の結果と言える。

■環境問題について
　社会問題であり、単なる啓発や意識改革だけで環境問題に取り組むのでは、持続可能な世の中は作れない。法治国家
として、まずきちんとした法律を整備し、法的な義務と権利を明文化する必要がある。そして、環境に良い行動をした
者が報われ、悪い行動をした者が罰せられる社会を構築することが大事である。
　日本でも環境に良いことをすると経済的に得をし、悪い行いはコストがかかるというインセンティブ（意欲刺激）を
用意する必要がある。

■温暖化対策とエネルギーについて
　日本も化石・原子力エネルギー以外の再生可能なエネルギーを推進する社会をめざさなければならない。
　エネルギーの自給率を向上させたり、再生可能エネルギーの分野では、地域における雇用創出効果が期待できる。
　再生可能エネルギーの推進には、フィードインタリフ法 ( 電力固定価格買取制度 ) などの経済的なインセンティブを促
す法律を日本でも施行する必要がある。
　ドイツは CO2 削減マイナス 24％と、既に京都議定書の目標を達成しているが、これを推進したのは環境というより、
他国にお金が流れないようにして、国内の新エネ・省エネ分野にお金を回すという仕組みが構築できるからであり、経
済の活性化のため、エネルギー自給率の向上のため、安全保障の向上ために役立っている。
　フライブルク市では、①省エネ、②高効率化、③再生可能エネルギーの推進という優先順位でエネルギー問題に取り
組んでいる。建物の新築時には、国の規定よりも 3割程度厳しい省エネ基準を条例で定めている。冬の寒いドイツでも、
暖房が必要とされない無暖房住宅しか建設することができない。

■ごみ・下水について
　一般家庭からのごみの排出量は、重量で比較するとドイツよりも日本の方が少ないが、ごみの素材が違う。ドイツで
はリサイクル率が 60%に達するのに対し、日本は 20％前後。重量はあるものの、紙やガラス、ブリキ（缶）などリサイ
クルしやすい素材を主に使用している。日本では主にプラスチック類（石油製品）が使われているが、リサイクルしに
くい素材であるといえる。
　フライブルク市の廃棄物政策は、三本柱であり、①発生回避（リユースも含む）、②リサイクル、③適正処理の順に優
先度が設けられている。ごみの料金制度についても、出来るだけごみを発生させないよう経済的なインセンティブを取
り入れている。ごみ処理には税金は使わず、1家族、年間 25,000 ～ 40,000 円ほどの料金で処理をしている。
　また公共の場所での催しについては、条例で使い捨て容器の使用を禁止している。その代わり市役所、公民館等には
食器があり、有料のレンタルもある。さらに下水道の料金制度も環境配慮型である。雨水は地下浸透させ、個人の土地
から流出する雨水量も含めた料金制度になっている。

■自治体の計画策定について
　自治体が策定する環境関連の計画・ビジョンなどには、啓発のみの項目を安易に並べることは避けるべきである。理
由は費用対効果が明らかにならないし、成果が得られないまま、あやふやな形で放置される可能性があり、これでは計
画目標は達成されない。

　講師の村上敦さん 

プロフィール
1971 年、岐阜県高山
市生まれ。ドイツ在住
の環境コンサルタン
ト。環境問題を意識し、
ドイツ・フライブルク
へ留学。フライブルク
地方市役所・建設局に
勤務後、フリーライタ
ーとしてドイツの環境
政策を日本に紹介して
いる。

「子供たちにツケを回さない！」
経営戦略室主幹（公民連携担当）中村賢一　（任期付職員）
　加西市では中川市長の下、公民連携の推進を目指しています。公民連携とは、行政と民間がお
互いの長所を生かし短所を補いながら行政サービスを提供する手法であり、略して PPP（パブリ
ック・プライベート・パートナーシップ）と言われています。この手法により従来の行政手法と
比べてコストが低くなったり真に市民のニーズに即した行政サービスの提供が可能となります。
加西市で行おうとしている公民連携（PPP）手法は、全国的にも先端を行くものであり、まさにこれからの加西市の豊か
な未来を実現するものと確信しております。
　子供たちにつけを回さない！　すべては市民のために！　財政再建と地域振興を同時に実行し、住みよいまちNo1 を
めざして与えられた任期を全力で頑張ります。既に市長からは、斎場・保育園・図書館などの民間委託、上下水道の民
営化などの具体的な検討課題をもらい庁内打ち合わせを重ねています。

加西市初の任期付職員、国・県への出向を終えた職員からのメッセージ

【問合先】　総務課　☎428702

「私達が住む町は、私達で決めていく」
総務部自治参画課主幹（市民参画担当）福永桂子　（任期付職員）
　加西市最初の市民自治担当として、この度私が、在住外国人との共生を踏まえた担当主幹に任
命されたことを誇りに思います。市の様々な地域課題の解決と市民の生活の向上に寄与する決意
です。
　市役所に自治参画課が誕生したことは、加西市にとって歴史的な出来事と思います。世界的な
不況下、多くの市民が不安定な状態で暮しています。この状況への緊急かつ適切な対応を行政は求められています。市
民と行政のコミュニケーションとコラボレーション、そして適切な情報・刺激・サポートがあれば市民主体の活動によ
って、市民自身の生活を向上させることができると堅く信じています。　
　任期中、すべての市民の皆様のために私はいます。勤勉さや努力によって、行政と市民の世界の間にしっかりした橋
の土台を造ることができると信じています。市再生のための挑戦に市民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。

「研修で得た経験を加西市のために還元」
財務部財政課　岩本　顕　（H20.4 ～ 21.3 県庁へ出向）
　私は、平成 20 年度の市町職場研修生として 1年間兵庫県庁（市町振興課財政係）に出向して
きました。財政係では、県内各市町の財政について指導やアドバイスをしたり、市と国の橋渡し
をしたりするなど、財政全般に渡る様々な業務を行いました。各市町の財政状況を見たり比べた
りすることで、加西市で働いているだけでは分からなかったことが見え、視野が広がったことが、
この研修での大きな成果の一つといえます。
　今年度からは、研修でお世話になった県庁の財政係とも繋がりが深い、加西市役所の財政課で仕事をすることになり
ました。様々な角度から物事を考え、幅広い視野をもって、業務に取り組んでいきたいと思います。就職して 7年目を
迎えた今、まだまだ分からないことも多く、日々勉強の毎日ですが、この研修で得た経験を少しでも加西市のために還
元できるように頑張っていきたいと思います。

「新しいこと始めよう！難しくてもやってやろう！何か良いことやってみよう！」
生活環境部バイオマス課　田中忠彦　（H19.4 ～ 21.3 農林水産省へ出向）
　平成 19 年 4 月から 2年間、農林水産省へ出向し、大臣官房環境バイオマス政策課に配属され
ました。地球温暖化対策やバイオマスの有効活用などといった新しい取り組みを推進する部署で、
この課で学んだことは「新しいこと始めよう！難しくてもやってやろう！何か良いことやってみ
よう！」です。
　新しい取り組みである地球温暖化対策やバイオマスの有効活用は、細かい利害関係の調整、法律規制、データの整理
など一から組み立てていく難しさがありましたが、前例に捉われず、真っ白なキャンパスに自由に政策を描けるという
面白さがありました。2年間は大変な業務の連続でしたが、ゼロから始めて形にする充実感を味わうことができました。
これは、既存の枠に捉われていては何も新しいことは生まれない、と実感するきかっけになりました。今後は加西市の
ために頑張っていきたいと思います。
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　介護保険制度は、21 世紀の超高齢社会における介護の問題を解決するため、社会全体で介護を支える仕組みをつくり、
利用者の選択を基本に導入されました。
　介護保険事業計画は、介護保険制度を円滑に実施していくために、3年を 1期として今後の介護サービスの見込み量
などを定めるものです。このたび平成 21 年度から 23 年度を第 4期計画として策定しました。
　同計画の主な内容は次のとおりです。

■重点施策

第4期介護保険事業計画を策定

　「すべての高齢者が、住みなれた地域で心身ともに自立し、健康でいきいきと安心して暮らせるまちづくり」を基本理
念とします。
　介護が必要な状態となることを予防し、できるだけ住みなれた地域で自立した生活が続けられるよう、介護予防教室
や健康体操教室など、介護予防に取り組みます。地域包括支援センター（下欄参照）を中核として、地域全体で高齢者
を支える地域ネットワークの充実に努めます。
　また、高齢化率の上昇とともに認知症高齢者の増加に対応できるよう、早期発見・早期対応に向けた体制を整備する
ことが必要です。認知症を正しく理解してもらえるよう、その講師役となるキャラバンメイトとも連携し、講座を通じ
て普及啓発を行っていきます。
　そして、介護が必要な状態になっても、いつまでも住みなれた地域で、ご近所・友だちなど身近な人に囲まれて生活
できるよう、在宅サービスを充実させます。本計画では、大規模な介護保険施設ではなく、今までの人間関係や生活環
境をできるだけ維持できるよう、「通い」を中心に「訪問」「泊まり」の 3つのサービスが一体となった小規模多機能型
居宅介護（次頁下欄参照）を市内中学校区の 4圏域に整備します。

■平成 21年度保険給付の見込み

　要介護認定者の増加にともない、介護サービス費が年々
増大。加西市では在宅サービス費と施設サービス費がほ
ぼ同額になっています。介護保険制度を持続させるため
に、介護予防とサービスの適正な利用が大切です。

　介護保険事業は、市の一般会計とは別に運営され、介
護サービスにかかる経費は保険料 (50% ) と税金 (50% ) で
まかなわれます。介護サービス費が増加すると、保険料
の負担が増えます。

■ 65歳以上の方の介護保険料 ( 平成 21 ～ 23 年度 )
　保険給付費の見込み、介護保険給付費準備基金を取り崩しなどを基に試算し、第 4期の介護保険料基準月額は第 3期
と同額の 4,050 円に決定しました。
　保険料は、所得等の状況により 7段階に分かれます。

介護サービス費の内訳 保険料の内訳

税金　保険料

65 歳以上の方
（第 1号被保険者）

40 歳から 64 歳の方
（第 2号被保険者）

市の負担

県の負担

国の負担

25.0%

12.5%

12.5%

20.0%

30.0%

総介護給付費
34億 3千万円

在宅サービス
14億 5千万円

施設サービス
14億 8千万円

地域密着サービス
2億 2千万円

その他
2億 8千万円

■65歳以上の方の保険料の納付について
　現在、普通徴収（納付書または口座振替）により介護
保険料を納付されている方で、次に該当する方は、6月
支給の年金から介護保険料の特別徴収（年金からの天引
き）がスタートします。該当者には、4月末頃にお知ら
せの文書を送付しますので、ご確認ください。
※長寿医療制度とは異なり、介護保険料の納付に関しては、

特別徴収に該当する場合は特別徴収（年金からの天引き）

による納付方法が原則であり、任意に納付方法を選択する

ことができないので、ご了承ください。

■特別徴収に移行対象者
　平成 20年 10 月から 11月の間に、次の①～③のいず
れかに該当することとなった方で、年額 18万円以上の
老齢（退職）年金、障害年金、または遺族年金を受給さ
れている方。
① 65歳以上で、年金給付を新たに受けることとなった方
②年金給付を受けている方で、65歳になられた方
③市内に転入の届出を行った 65歳以上の方

【問合先】　長寿介護課　☎428788　※介護保険事業計画の詳細は市ホームページでご覧下さい。

所得段階 対象となる方 保険料率 年額

第 1段階
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者

× 0.5 24,300 円

第 2段階 世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入＋ 合計所得金額が 80 万円以下の方 × 0.625 30,300 円

第 3段階 世帯全員が市民税非課税の方で、第 2段階以外の方 × 0.75 36,400 円

第 4段階

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、
課税年金収入＋ 合計所得金額が 80 万円以下の方（※）

× 0.9 43,700 円

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で、
（※）以外の方

基準額× 1.0 48,600 円

第 5段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 × 1.25 60,700 円

第 6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上 400 万円未満の方 × 1.5 72,900 円

第 7段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 400 万円以上の方 × 1.75 85,000 円

　高齢者に関する悩み・困りごとなどはございませんか。地域包括支援センターは、主任ケアマネジャー・社会福祉士・
保健師などが連携し、地域に暮らす高齢者を様々な面から支えます。

加西市地域包括支援センター　市役所 2階長寿介護課内　☎42 7522　　※支援センターは、市役所内に設置されています。

■自立して生活できるように支援します
　介護保険の説明や、介護認定で要支援１・２の方に
対して、デイサービスやヘルパーなどの調整をします。

■みなさんの権利を守ります
　高齢者の虐待など、関係機関とが連携して、解決に
取り組みます。（通報・相談者の情報は厳守します）

■困っていることはありませんか
　介護サービス業者に不満があるが言いづらいなど、
介護や福祉のことなら何でもご相談ください。

■さまざまな方面からみなさんを支えます
　高齢者が暮らしやすい地域を目指し、医療関係やそ
の他の関係機関との連携体制づくりなどを進めます。

（施設等分は 17.5%）

（施設等分は 20.0%）

　小規模多機能型居宅介護は、介護が必要になっても住み慣れ
た地域や自宅で暮らし、身近な人たちといつまでも長く生活で
きるよう、①通いを中心に②訪問や③泊まりの 3つのサービス
を提供します。
　一連のサービスが、慣れ親しんだ場所、なじみのスタッフに
より提供されるため、身近な地域の家庭的な場所で、安心して
過ごせます。

■市内の小規模多機能型居宅介護事業所
・小規模多機能ホーム「銀の鈴」（北条地区）
・小規模多機能型居宅介護「どっこいしょ」（泉地区）

小規模多機能型居宅

自　　宅

訪問
通い

泊まり

※ 現在、加西地区で「小規模多機能型居宅介護拠点」開設事業者
　 の募集を行っています。詳しくはホームページをご覧下さい。
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人間ドック等助成券発行のお知らせ
　加西市では平成 4年度より、国保に加入している方の人間ドック等の受診費用を助成しています。さらに平成 21 年度
からは、助成券を発行し、受診時の窓口負担の軽減をはかります。（ただし、市立加西病院の人間ドック等に限ります。） 
年に 1度は、からだの定期点検を！

【問合先】　国保健康課　☎428723

ポリオ予防接種を受けましょう

【問合先】　国保健康課　☎428723

　ポリオ（急性灰白髄炎）はポリオウイルスによる感染
症で、感染すると手足の運動麻痺による後遺症を残すこ
とがある病気です。下記対象者は、ポリオ予防接種を受
け予防に努めましょう。

対象者：生後 3か月～ 90 か月（7歳半）未満の児
接種回数：41 日（6週間）以上の間隔をあけて 2回接種

　『病院の全適』と聞いて、すぐ意味の分かる方は少な

いと思います。“全適 ”は一種の業界用語で、正しくは

“地方公営企業法の全部適用 ”と言います。難しい響き

ですが、“地方公営企業 ”とは病院・鉄道など市の公営

事業を指し、“全部 ”は “一部 ”の裏返しです。つまり、

加西病院はこれまで自治体病院の運営に関わる法律の

一部（財務に関する規定）だけが適用されてきましたが、

“全適 ”になることによって組織や人事の規定も適用さ

れます。

　昨年の『加西病院のあり方検討会』で全適の方針が

市長に答申されました。一部適用では責任の所在が不

明確で、病院運営に必要な人事や組織改革が迅速・柔

軟に行えないこと、医療制度や人材確保の面で厳しい

環境に置かれた自治体病院にとって迅速性を欠いた体

制では生き残っていけないことが主な理由でした。

　全適になりますと財務・組織・人事という病院運営に

必要な権限と責任を持つ “病院事業管理者 ”が任命され

ます。今のところ山邊（現病院長）の就任が予定され

ています。事業管理者には任期が有り、病院運営がう

まく行かず、経営が立ち行かなくなれば罷免されます。

割とドライですが、逆に言えば責任の所在が明確です。

全適化には条例が市議会で承認される手続きが必要で

す。

加西病院のコーナー　                                加西病院WEBサイトhttp://www.hospital.kasai.hyogo.jp/

加西病院は今年、43 名の新規職員を迎えました。自治
体病院の多くが医師や看護師不足で苦戦するなか、医療
の向上にとって大きなエネルギーです。医療は人の力が
全てであり、良い人材を育てることが良い医療に繋がり
ます。良い医療者を育てるには、病院ばかりでなく患者
市民の皆さんの助けが大きな力になります。ご理解ご支
援ください。

ニューフェイス

　今、我が国の地域医療は自治体病院の勤務医不足や赤

字が引き金となって崩壊が進みつつあります。加西病

院にとっては北播磨医療センター構想や県立新加古川

病院の開設など経営環境の厳しさが増しつつあります。

またＤＰＣという、地方の病院にとって不利な診療報酬

制度が始まりました。このような厳しい医療環境の中、

職員の士気を高め、医療を向上させ、市民患者に信頼

される病院として発展してゆくために、全適は一里塚

となる改革です。市民の方々の理解を願う次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（  病 院 長  ）

『加西病院の“全適”に向けて』

接種日：
九会・在田・西在田・多加野地区 4月 30 日（木）
富田・賀茂・下里・富合地区 5月 11 日（月）
北条地区 5月 18 日（月）
未接種児 5月 28 日（木）

受付時間：13:00 ～ 13:45
接種場所：健康増進センター
必要物品：母子健康手帳・予診票（ペンで記入）・体温計
※接種者が１日に集中しないよう地区をわけていますが、児

　の体調に合わせ都合のよい日にお越しください。

妊婦健康診査助成事業を拡充

【問合先】　国保健康課　☎428723

　4 月 1 日より、病院等で受診する妊婦健康診査の費用
を一部負担する妊婦健康診査助成事業が改正されました。
　妊婦健康診査は、母子の健康を守る上で非常に大切な
健診です。必ず受けるようにしましょう。

■改正点
旧制度（21年 3月 31 日まで） 新制度（21年 4月 1日以降対象）
27,000 円／ 6回分 62,000 円／ 14 回分

■申請手続き
・助成の申請は母子健康手帳交付時にしていただけます。
　印鑑・市内住民であることが確認できる書類（免許証等）
　を持参の上、申請してください。
・旧制度での受診券をお持ちの方は、交換の必要があり
　ますので、旧受診券を持参の上、お越しください。
・旧制度での受診券を全て使用した方で、4月 1日以降妊
　婦健康診査の受診予定がある方は、追加で新制度との
　差額分の受診券を発行しますので、お越しください。

■健康達人講座の参加者募集
加西市医師会の医師等を講師に迎え、健康について学びます。

対象：加西市民 50 名程度（先着順）。希望するテーマだけの参加も可能です。
日時・内容：受付 13:15 ～ 13:30　講演 13:30 ～ 14:30

月日 講演テーマ
5 月 14 日（木） メタボリックシンドロームについて
6月 4日（木） たばこと禁煙～たばこの害、最新の禁煙情報
6月 19 日（金） 肥満について～肥満は万病のもと
7月 2日（木） がんについて～胃・大腸・乳がんを中心に
8月 28 日（金） 運動器（骨・筋肉・関節等）の障害について～腰痛・肩こり・骨粗しょう症など
9月 7日（月） 健診結果の見方～健診結果を上手に活用
11 月 20 日（金） 食事バランスとこころの健康について
12 月 4日（金） 家庭でできる感染症予防～インフルエンザ、ノロウィルス
1月 7日（木） 健診結果の見方～健診結果を上手に活用
1月 21 日（木） 気になる泌尿器の症状～頻尿、前立腺肥大症、前立腺がんなど
2月 4日（木） 頭痛について～慢性的な頭痛、他の病気を原因とする頭痛

場所：健康福祉会館
参加費：無料
申込方法：４月 20 日（月）より受付開始。国保健康課（☎42 8723）までお申込みください。

■助成券の対象となる人間ドック等と助成額
助成対象 助成額

日帰り人間ドック 7割相当額（但し、28,000 円が上限）
1泊 2日人間ドック 7割相当額（但し、46,000 円が上限）
脳ドック 7割相当額（但し、35,000 円が上限）
レディース検診（※） 7割相当額（6,250 円を助成）

　すべて市立加西病院で受診するものに限ります。
※市立加西病院において受診する乳がん及び子宮がんのセット検診のみが助成対象。対象は 40 歳以上の女性で 2年に 1回に限

ります。

■助成券の請求方法
　①市立加西病院へ人間ドック等の予約をしていただきます。 
　②問診票などが到着後、国保医療係へお越しください。助成券発行の手続きをおこないます。
　③即日、助成券をお渡ししますので受診のときは、忘れずにお持ちください

■助成金の請求方法
　市立加西病院以外で受けた人間ドック及び脳ドックは、従来どおりの助成を行います。受診後、次のものをもって国
保医療係までお越しください。 
申請に必要なもの：領収書、保険証、印鑑、預金通帳など口座番号のわかるもの、受診結果の資料（人間ドックのみ） 
注）この助成は国民健康保険税の滞納のない方に行っています。人間ドック受診費用の助成申請をされる場合、特定健診を重

複して受けることはできません。また、人間ドックの結果データについては、特定健診・特定保健指導のデータとして活用し

ますので、提出いただくことになります。ご了承ください。
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KASAI データバンク 人口／ 48,980（－ 229） 世帯数／ 16,986（－ 61）
男／ 23,825（－ 101） 女／ 25,155（－ 128）　
3 月の出生数／ 26 人 死亡数／ 59 人

H21.3.31 現在（前月比）

　4 月 7 日、里山保全に取り組む環境団体「木縫の里」を主宰する絹川武
史さん（西脇市）より、クヌギの木をチェーンソーで削りだして作った猪
の親子の置物を寄贈いただきました。
　与作プロジェクトの PR を兼ね、早速、市役所正面玄関ロビーに設置。
愛らしい 2 匹の猪が市民の皆さんをお出迎えします。

チェーンソーを使用して作った猪の親子

製作者の絹川さん（左）。この猪の置物は　
とても丈夫でベンチとしても利用可能　　▶

▲高市副大臣より同意書を交付される中川市長

　 加西市は、企業立地促進法に基づく「加西市地域基本計画」
を策定し 4 月 8 日、中川市長が経済産業省において高市早苗副
大臣より同意書を交付されました。
　この基本計画は、目標年次を平成 25 年度とし、企業立地件数
を 6件、製品出荷額増加額を 211 億円、新規雇用創出件数を 500
人と定めています。
　計画を策定することで、立地する企業が特別償却の適用を受
けることが可能となり、地方自治体に対して対象企業の固定資
産税を減免した場合、その 4 分の 3 の額を 3 年間交付税措置さ
れる等のメリットがあります。
　加西市では今後、この計画を最大限活用し、企業誘致に努め
てまいります。

企業立地を促進するため地域基本計画を策定

▲ BDF 事業推進について懇談した山本市長（左）
　と中川市長

　 加西市は、平成 17 年 11 月に近畿の自治体で初めてバイオマスタウ
ン構想を公表し、環境事業に取り組んでいます。
　3 月 23 日、加東市の山本市長との間で BDF 事業推進について懇談会
が行われました。現在、加東市の給食センターや、社工業団地内の企業
にも協力いただき廃食用油回収を行っています。また、加西市からの
BDF 供給も予定しています。今後も、北播磨地域内での資源循環リサイ
クルを進め、自治体の枠を超えた広域連携により、低炭素社会の構築を
めざしていくことが確認されました。

加西・加東広域連携バイオマス事業懇談会

▲リンパマッサージ実施中

　北部公民館で、5 月より本格始動する「婚活セミナー」に先
駆けて、3 月 8 日にアスティアかさいで、プレ講座を開催しま
した。
　フェイシャル（美顔術）では、血行の流れを良くするリンパ
マッサージを体験し、その後の顔や肌の変化に驚きの声が！
　恋愛力講座では、『第一印象は 30 秒で決まる』をテーマに、
それぞれの恋愛観や結婚について語り合い、女性同士で大いに
盛り上がりました。

恋愛力ＵＰ＆お肌きれい

▲一乗寺を巡るコース。歴史ガイドボランティアが説明

　 今年で 6 回目を迎える市体育協会主催の「加西ロマ
ンの里ウォーキング」が 3 月 20 日に開催されました。
　市内外から参加した約 230 人は、北条鉄道法華口駅
から鶉野飛行場跡の戦争の足跡をたどる 6㎞のコース
と、昨年 3 月に本堂の改修を終えた法華山一条寺を巡る
10㎞のコースに分かれ、豊かな自然と歴史あふれる加
西を満喫しました。
　ウォーキング終了地点となる法華口駅では、地元産の
野菜等を販売、完売するほどの大盛況でした。

加西ロマンの里ウォーキング

　学問の神様として知られる、菅原道真をまつる乎疑原神
社（繁昌町）で 3 月 25 日、命日にちなんだ祭り三月例大
祭が開かれました。
　法被を着た地元の子どもたちが、花などで飾ったみこし
を担いで境内を練り歩き、特設会場では能や民謡も披露さ
れ、多くの参拝客らで賑わいました。

乎疑原神社の天神祭り

▲境内を練り歩くみこし

　山王神社（河内町）で 4 月 5 日、申祭りが行われました。同神社
は申が使者とされ、以前は 4 月の申の日が祭日でしたが、現在は 4
月の第 1 日曜日に実施されています。朝 9 時に屋台が出立し、町内
を隈なく練りまわり、神殿で日吉神社宮司のご祈祷を受けました。
　僅か一基の屋台ですが、個性的で歴史的な価値の高いものと言わ
れ、地元の人たちに大切にされています。

山王神社の申祭り

ふるい歴史を持つ個性的な屋台▶

　「播磨路に春を呼ぶ」と言われる播州北条節句
祭りが 4 月 4・5 日、北条町北条の住吉神社など
で行われました。
　東西 2 台の神輿と 12 基もの屋台が次々と勇壮
に宮入りし、900 年近い歴史を持つ古式ゆかしい
龍王舞、鶏合せ等の神事は、正に時代絵巻さなが
らの光景。今年は、南町屋台のまち回りに、初め
て女の子が乗り子として屋台に乗り、まつりを盛
り上げました。

春の訪れを告げる北条節句祭り

▲ 5日の住吉神社への宮入りの模様



図られます。
　加西市では、平成 21年 3月 1日
から「加西市消防団協力事業所表示
制度」をスタートし、推進していま
す。
　事業所等からの多くの参加をお
待ちしております。
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■第42回加西市陸上競技選手権大会参加者募集
日時：平成21年 5月 24日（日）小雨決行　
　　　雨天5月31日（日）8:30～ 14:00　受付8:00～
場所：善防中学校グランド　
参加資格：加西市に居住・勤務・通学している方
種目：
①中学男子の部／ 1年 100 ｍ、2・3年 100m、200m、
800m、1年 1500m、2・3年 1500m、3000m、走高跳、
走幅跳、砲丸投（5㎏）
②中学女子の部／1年100ｍ、2・3年 100m、200m、1
年1500ｍ、2・3年1500ｍ、走高跳、走幅跳、砲丸投（2.72㎏）
③一般男子の部（高校生を含む）／100m、200m、
400m、800m、1500m、5000m、走高跳、走幅跳、三段跳、
砲丸投（6㎏）
④一般女子の部／100m、200m、1500m、走高跳、走幅
跳、砲丸投（4㎏）
⑤少年少女（小学生）の部／1年 50m、2年 50m、3年
50m、4年 100m、5年 100m、6年 100m、男子1500m、
女子 800m、走幅跳、ソフトボール投、4年 4× 100m
リレー、5年4×100mリレー、6年4×100mリレー
※1500m、800m、走幅跳、ソフトボール投は4年生以上に
限る。1500m、800m、4× 100mリレーは2組以上の場合

はタイムレースで行う。
⑥壮年男子（35才以上）の部／49才以下100m、50才
以上100m、3000m、走幅跳、砲丸投（4㎏）
⑦壮年女子（30才以上）の部／100m、1500m
年齢別種目は平成21年 4月 1日現在の満年齢とする。
参加制限：少年少女　4～ 6年生は1人 2種目以内（リ
レーを除く）、1～3年生は1人1種目
参加費：
高校生以上／1人 400円（2種目以内）※3種目以上の
場合800円
中学生／1人 300円（2種目以内）※3種目以上の場合
400円
少年少女／4～ 6年生1人 300円（2種目以内）、1～ 3
年生1人200円（１種目）、リレー　1チーム400円
表彰：各種目3位まで※20名以上出場の場合は６位まで
参加申込：
ハガキに参加種目・住所・氏名・電話番号を明記し郵送。
5月 8日（金）必着。※市内の小・中学生は学校単位で
申し込み
宛先／〒675-2303　加西市北条町古坂882-14
　　　加西市陸上競技協会　植田正吾　宛　☎423253

点字および音声による「選挙のお知らせ」の無料配布について

【申込先】　兵庫県選挙管理委員会☎078-362-3101　℻  078-362-3907　〒650－8567神戸市中央区下山手通5丁目10-1

　兵庫県選挙管理委員会では、選挙や候補者に関する情
報を点字または音声 (朗読テープ )にした ｢選挙のお知ら
せ｣ を、申し込みいただいた視覚に障害のある方に無料
配布しています。
■対象となる選挙
　国政選挙、兵庫県知事選挙、兵庫県議会議員選挙
■ご入り用の方は
・点字版・音声版とも、電話か郵便で、郵便番号・住所・
　氏名・ご希望の種類 (点字または音声 )を、兵庫県選挙
　管理委員会までご連絡ください。

・本年 7月に執行される兵庫県知事選挙及び兵庫県議会議
　員補欠選挙での配布を希望される方は、5月 29日（金）
　までにお申し込みください。
・一度申し込まれると、それ以後の選挙では希望された種
　類を郵送いたします。ただし、選挙の種類によっては、
　点字版・音声版のどちらか一方のみの作成となる場合
　があります。その場合は希望と異なった種類の「選挙
　のお知らせ」を配布する場合もありますので、ご了承
　ください。

「加西市消防団協力事業所表示制度」がスタート

【問合先】　消防本部総務課　☎426119　※詳細は消防本部ホームページをご覧下さい。

　消防団活動に積極的に協力している事業所等に対して、
表示証を交付します。
　表示証の交付を受けた事業所は、表示証を掲示したり、
自社広告やホームページなどで広く公表することができ
ます。
　消防団活動への協力が社会的貢献として認められ、事
業所のイメージアップにつながるとともに、消防団と事
業所等の連携と協力による地域防災体制の一層の充実が 表示証▶

■お詫びと訂正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合先】　国保健康課　☎428721
　広報かさい 3 月号 14 ページの長寿（後期高齢者）医療制度平成 21 年度の保険料軽減措置のお知らせで、均等
割欄において基準額で総所得額が33万円以上、軽減割合の平成21年度で年金収入80万円以上と記載しましたが、
正しくはそれぞれ総所得額が 33 万円以下、年金収入 80 万円以下の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

福祉医療制度の改正について
　兵庫県の行財政構造改革に伴い、加西市でも平成 21 年 7月 1日より、福祉医療制度の所得要件と、一部負担金額が改
正されます。また乳幼児等医療費助成制度について、新たに小学校 6年生までの入院を助成対象とします。新制度で該
当となる方には、6月末ごろ、新しい受給者証を送付します。母子家庭等は現況届を送付しますので、別途申請ください。

【問合先】　国保健康課　国保医療担当　☎428721

■老人医療費助成制度

■重度障害者・高齢重度障害者医療費助成制度

■乳幼児等医療費助成制度

■母子家庭等医療費助成制度
　母子家庭等医療費助成事業は、重度障害者医療に合わせた一部負担金の見直しを行い、所得制限の見直しは行いません。
（一般区分：外来 600 円・入院 2,400 円、低所得者区分：外来 400 円・入院 1,600 円。低所得者区分は、年金収入 80万円以下、
もしくは年金収入を加えた所得 80 万円以下）

非課税世帯で、目安として、本人の年
金収入が 192 万 8千円以下（扶養 1人）一般（2割負担）

低所得Ⅱ（2割負担）
経過措置※ 1（2割負担）
低所得Ⅱ（2割負担）

低所得Ⅰ（1割負担）低所得Ⅰ（1割負担）

現行
▼

平成 21 年 7月～
▼

平成 23 年 7月～
▼

一般
外来 500 円・入院 2,000 円

経過措置※ 2
外来 900 円・入院 3,600 円

一般
外来 600 円・入院 2,400 円

低所得者
外来 400 円・入院 1,600 円

低所得者
外来 300 円・入院 1,200 円

現行
▼

平成 21 年 7月～
▼

平成 23 年 7月～
▼

外来・入院 0円 経過措置※ 3　外来・入院 0円
外来・入院 0円

現行
▼

平成 21 年 7月～
▼

平成 23 年 7月～
▼

非課税世帯で年金収入を加えた所得が
80 万円以下

世帯全員が年金収入 80 万円以下、かつ
所得が 0円

現行基準で対象であり、住民税所得割
税額 23.5 万円以上

住民税所得割税額 23.5 万円未満

年金収入 80 万円以下、もしくは年金収
入を加えた所得 80 万円以下

扶養 2人で所得 608 万円以上が目安

扶養 2人で所得 608 万円未満が目安

住民税所得割税額 23.5 万円未満

　65 歳以上 69 歳以下の方で、下記の所得要件を満たす方

※ 1　経過措置：制度改正により対象外となる現行の低所得者Ⅱ基準の方について、２年間助成の対象とします。

　身体障害者手帳１級・２級、療育手帳 A判定、精神障害者保健福祉手帳１級に該当され、本人・配偶者・扶養義務者
の全員が下記の所得要件を満たす方

　小学校 3年生の学年末までの乳幼児等で、保護者が下記の所得要件を満たす方（0歳児は所得要件なし）

※ 2　経過措置：制度改正により対象外となる現行対象者の方について、一部負担金を見直し、2年間助成の対象とします。

※ 3　経過措置：兵庫県の新基準で対象外となる方について、2年間助成の対象とします
※ 4　小学校 4年～ 6年生の入院についても、上記の所得要件を満たす方が対象となります。（受給者証は交付しません。後日、

領収書・印鑑・振込み先のわかるものを市役所までお持ちいただき、申請してください。）

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀
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市県民税
（普通徴収）

固定資産税 軽自動車税
国民健康
保 険 税

介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

平成 21 年 4月 30 日 全・1期

平成 21 年 6月 1日 全期

平成 21 年 6月 30 日 全・1期

平成 21 年 7月 31 日 2期 1期 1期 1期

平成 21 年 8月 31 日 2期 2期 2期 2期

平成 21 年 9月 30 日 3期 3期 3期

平成 21 年 11 月 2日 3期 4期 4期 4期

平成 21 年 11 月 30 日 5期 5期 5期

平成 21 年 12 月 25 日 3期 6期 6期 6期

平成 22 年 2月 1日 4期 7期 7期 7期

平成 22 年 3月 1日 4期 8期 8期 8期

平成 22 年 3月 31 日 9期

平成 21 年度　固定資産税全期及び第 1期分の納期限は 4月 30 日（木）です。納期内完納にご協力をお願いします。

【問合先】
　市税（市県民税・軽自動車税・国民健康保険税）　・・・　税務課税制担当　　　　　☎42 8712
　 （固定資産税） ・・・　税務課資産税担当　　　　☎42 8713
　介護保険料 ・・・　長寿介護課介護保険担当　☎42 8788
　後期高齢者医療保険料 ・・・　国保健康課国保医療担当　☎42 8721

平成21年度　市税等納期限一覧表

人材育成基金助成の運用について

【問合先】　自己実現サポート課　☎428773

　加西市人材育成基金は、名誉市民の故後藤清一氏の寄
付金 1億円を基に平成 2年度に創設され、未来に大きな
夢を膨らませ、無限の可能性にチャレンジする若者を支
援してきました。過去 18 年間にわたって、文化学術スポ
ーツ分野等の功績者（40 名）及び、親善都市アメリカ合
衆国プルマン市訪問団の中高生等（129 名）へ、総額約
4千万円の助成を行い、現在基金は約 9千万円です。
　ここ 2年間、応募者がない状況から、市では、人材育
成基金から文化学術スポーツ分野等の功績者への助成は
一定の成果を収め、当初の役割を終えたものと判断し、
当分の間、休止することにしました。
　今後は、寄付をいただいた同氏の関係の方々とも協議
しながら、基金の趣旨を活かして、住民主体のまちづく
りの中心となる地域リーダーの育成、青少年の健全育成、
小中学校を中心とした教育面の整備等を重点に、多角的
な観点からより有効な活用方法を検討していきます。
　人材育成基金の活用方針が決まり次第、お知らせする
予定です。

布団類を引き取るリサイクル業者を募集

【問合先】　資源リサイクル課　☎460401

　加西市は、クリーンセンターに粗大ゴミとして持ち込
まれる布団類を再資源化するため、それを購入するリサ
イクル業者を募集します。
　これまで燃えるゴミとして処分してきた布団類をリサ
イクル資源として活用するとともに、焼却炉の負担を軽
減することが目的です。
　以下の要領で、１㎏あたりの単価を明記した見積書を
提出してください。詳細は加西市ホームページに掲載し
ています。

■対象品目　　　布団類（掛布団・敷布団・こたつ布団
　　　　　　　　・肌布団・座布団・毛布等）
■引渡状況　　　ストック場での業者積み込み
■年間予定数量　約 50 トン（平成 21 年度）
■提出期限　　　平成 21 年 5月 13 日（水）
■契約期間　　　契約締結日から平成 22 年 3月 31 日
■引渡場所　　　加西市クリーンセンター
　　　　　　　　（加西市中山町 520-15）

講座・イベント

さわやかな新緑のなか、善人が押せ
ば揺れ悪人が押せば揺れないと言わ
れている「ゆるぎ岩」（畑町）と、周
りの景色がキラキラと光る岩に映る
不思議な大岩「鏡岩」（畑町）をボラ
ンティアガイドがご案内します。
日時：5/14（木）9:00 集合～ 13:00
※少雨決行
集合：加西市観光案内所（北条町駅内）
参加費：800 円（バス代・保険料等）
申込先：加西市観光案内所
☎ & ℻  42 8823

ふるさと再発見ハイキング
「加西ふしぎ発見の旅」

日時・内容：
5/24（日）春の煮込みご飯と煮物
7/12（日）夏野菜カレー外
両日とも 10:00 ～ 12:00
場所：アスティアかさい 3 階キッチ
ンルーム
講師：岡臣子さん
参加費：1,200 円（材料費込）
持ち物：エプロン、三角巾、布巾、
タオル、米 1 合
申込：電話、FAX にて受付（住所、
氏名、電話番号）
申込先：男女共同参画センター
☎42 0105 ※ 9:00 より　℻  42 0133

男女共同参画センター講座
男の料理教室（女性の方も歓迎）

今回は、根日女とも関係が深い播磨
国造と当時の周辺地域の様子につい
てわかりやすく解説します。
日時：4/25（土 )13:30 ～ 15:00
会場：アスティアかさい３階集会室
募集人員：会場にて先着 60 名
参加費：100 円
問合先：市史・文化財室分室
☎43 0161

第5回　加西市史を読む会
古代2「播磨の国造と賀茂」

たのしみいっぱい
腹話術のしんちゃんが来るよ。一緒
に遊ぼう！
親子ふれあい遊びもあるよ。お楽し
みに。
日時：5/15（金）11:00 ～ 12:00

ねひめキッズからのお知らせ

３・４歳児さん集まれ！
なかよしタイムに 3・4 歳児対象の
遊びをします。
遊びに来てね。
日時：5/8（金）・26（火）
11:00 ～ 11:30　

＜まちの子育てひろば応援団から＞
すくすくひろば+かんがるーひろば
お子さんの身体測定をします。妊婦
さんも一緒にお話しましょう！
日時：5/19（火）10:30 ～ 11:30

開園日時：月～土 10:00 ～ 15:00 
登録、利用料は不要です。
問合先：ねひめキッズ☎42 5710

臨時休園のお知らせ
5/1（金）は園内清掃のため休園し
ます。

日時：5/24（日）9:00 ～ 15:00
場所：陸上自衛隊青野原駐屯地
内容：訓練展示、装備品試乗、模擬
売店、子供広場、迷彩服・制服の試
着（子供のみ）、自衛隊音楽演隊の
音楽演奏等
問合先：青野原駐屯地広報班
☎ 0794 66 7301

青野原駐屯地
創設33周年記念行事

住民基本台帳カードが変わります

【問合先】　市民課　☎428720

　住基カードが 4月 20 日より本人確認機能が強化され
た新しいものに変わります。写真付の新住基カードでは、
IC チップ内に住基カード表面に記載されている内容を書
き込み、専用ソフトをインストールしたパソコン等でそ
の内容を確認できるため、偽造・変造防止に役立ちます。
　この度、加西市では、旧住基カード（写真付）を新住
基カードへ無料で交換します。ご希望の方は①自身の写
真付住基カード、② 6ヶ月以内に撮影した縦 4.5 センチ
横 3.5 センチの写真１枚を本人が市役所 1階の市民課窓
口まで持参してください。
※手続きには 30 分程度かかります。

※電子証明利用の場合は発行手数料 500 円が必要です。

・表面にQRコードが印刷されます。
・今までの住基カードも引き続き利用できます。

■市民農園の開設をお手伝いします
農地法の改正により市民農園（区画貸農園）が開設しや
すくなりました。遊休農地の解消、営農形態のひとつと
して市民農園を始めてみませんか？
それぞれの希望に沿った農園の開設を一緒にお手伝いし
ます。お気軽にご相談ください。
問合先：ふるさと営業課☎42 8740

見　本
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くらし

加古川上流流域下水道の都市計画変
更案（兵庫県決定）に係る図書を縦
覧に供します。この案に対し意見が
ある方は、縦覧期間終了日までに県
知事あてに意見書を提出できます。
案に意見書を提出しようとする方
は、住所、氏名、年齢および案につ
いての意見をできるだけ具体的に記
載した文書を、兵庫県都市計画課ま
たは加西市生活環境部に提出してく
ださい。
変更内容：加古川上流浄化センター
の一部区域の変更
縦覧場所：兵庫県県土整備部まちづ
くり局都市計画課及び加西市上下水
道課
縦覧期間：4/17（金）～ 5/1（金）
8:30 ～ 17:15 までの執務時間内
問合先：上下水道課 ☎42 8760

加古川上流流域下水道の
都市計画変更案の縦覧 

市では、「新規居住者の住宅区域」
など特別指定区域の指定を受けるた
めの、市民の自主的・自発的な活動
に対して助成金を交付します。助成
の対象は、まちづくり要綱の規定に
より認定を受けたまちづくり団体。
助成金の額は、1 団体につき助成総
額 100 万円以内（年間限度額 50 万
円）となっています。
問合先：都市計画課☎42 8753

「新規居住者の住宅区域」など
の検討・計画策定に市補助

■糀屋ダムの放水（豊かな海づくりへの取組）

糀屋ダム（農地 3,700ha を潤し、工業用などにも利用可能なダム）から兵庫
県が工業用水予定分として溜めている水の一部を、野間川を経由して加古川
に放流しました。
加古川が注ぐ播磨灘はイカナゴやノリなど様々な水産物の産地ですが、近年、
漁業生産量の減少が著しく、なかでも全国有数の生産を誇るノリ養殖では栄
養分の不足による「色落ち」が頻発し、大きな問題になっています。
この対策として、ダムの水を放流し、栄養分を補給するものであり、森、川、
海のつながりによる豊かな海を目指す試みとして試験的に実施しています。
今回、3月 11 日から 2日間で計 35 万㎥の放水を行いました。
問合先：兵庫県農政環境部水産課 078-362-3480

この時期は、気候
の変化により体調
を崩して献血者が
減少します。安全
な血液製剤を安定的に確保するため
皆様のご協力をお願いいたします。
※ご本人の確認のため、運転免許証な
どの提示をお願いすることがあります。
日時：4/25（土）10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00
場所：イオン加西北条ショッピング
センター
主催：加西ライオンズクラブ
問合先：国保健康課☎42 8723

“献血” は身近にできるボラン
ティア

廃止をせずに使用を休止できる制度
が、昨年 10 月より始まっています。
例えば、長期に水道を使用しないで
基本料金を払い続けている場合であ
れば、休止届で「基本料金が免除」
となります。後に、水道を使用され
る場合は「水道開始届」を必ず提出
ください。
下水道も同様の制度がありますので
同時に届出ください。
問合先：上下水道お客さまセンター
☎42 8795

「水道の休止制度」を
ご利用ください

日時：6/3 ～ 7/8 の毎週水曜日
計 6 回
13:30 ～ 15:30
場所：社納税協会 2 階会議室
講師：藤原京子税理士
定員：24 名
受講料：社納税協会会員無料
非会員 3,000 円（テキスト代含む）
締切：5/15（金）先着順
申込先：社納税協会☎ 0795-42-0360

簿記教室開催のご案内

個人事業者コース
日時：5/26（火）・27（水）
10:00 ～ 16:30
場所：社納税協会 2 階会議室
定員：14 名・先着順
受講料：社納税協会会員 5,000 円
非会員 10,000 円（テキスト代含む）
申込先：社納税協会☎ 0795-42-0360

パソコン会計教室のご案内

楽しく栄養や健康についてみんなと
学び、地域の健康づくりの輪を広げ
ていきませんか！
開校式：6/10（水）
期間：6 月～ 12 月　全 15 回開校式
第Ⅰ講座　原則第 2・4 金曜日午前
第Ⅱ講座　原則第 2・4 水曜日午後
場所：加東総合庁舎（旧社総合庁舎）
対象：家庭と地域の健康づくりに実
践意欲のある方（男女・年齢を問い
ません。）
内容：食生活を中心とした健康づく
りを目指し、栄養・運動・休養につ
いて仲間と楽しく学びます。
参加費：無料 ( テキスト代・調理実
習費等は実費負担 )
定員：各講座 30 名・先着順
申込：電話にて受付（氏名、住所、
電話番号、参加講座）
締切：5/20( 水 )
申込先：国保健康課☎42 8723

平成21年度
いずみ会リーダー養成講座

運動を始めたいけれど何をしたら良
いかわからない人の為に、健康づく
りのための運動を運動指導員がマン
ツーマンで指導します。期間は最長
3 ヶ月（8 回まで）のコースです。
日時：毎週水曜日
13：30 ～ 14：30 または
15：00 ～ 16：00 で完全予約制
参加費：1 人 1 回 150 円
申込先：健康増進センター
☎42 3621※「健康増進センター施設
利用証」をお持ちでない方は、事前
に健診が必要です。詳細はお問い合
わせください。

健康増進センター
パーソナルコース

加西農業改良普及センターは、「平
成 21 年度北播磨田舎大学」受講生
を募集します。農業に関する基礎講
座を年間 10 回程度実施します。
“ ヤル気 ” のある方は、ぜひご応募
下さい。
応募要件：以下の要件を全て満たす方
①農産物販売を目的としている方
②農地を持っている方
③今までに田舎大学を受講されてい
ない方
募集人数：20 名
募集期間：4/27（月）まで
問合先：普及センター☎47 1448

北播磨田舎大学受講生募集

■平成 21 年度危険物取扱者試験
第 1 回　6/14( 日 )
第 2 回　10/25( 日 )
第 3 回　H22.2/7( 日 )
試験種類：甲種、乙種 ( 第 1 類～第
6 類 )、丙種
■平成 21 年度消防設備士試験
第 1 回　8/1( 土 ) 甲種第 1 類～第 5
類、乙種第 1 類～第 5 類、 8/2( 日 )
甲種特類、乙種第 6 類、第 7 類
第 2 回　11/15( 日 ) 甲種第 1 類～第
5 類、乙種第 1 類～第 7 類
※願書受付など詳細は㈶消防試験研
究センター兵庫県支部ホームページ
または消防本部まで。
問合先：消防本部予防課☎42 9119

危険物取扱者試験等のご案内

日時：5/2（土）
10:00 ～ 12:00 ミニ運動会
12:30 ～ 14:00 子ども市、バザー
場所：いこいの村芝生広場（雨天時
善防公民館）
参加協力費：
午前 200 円（ミニ運動会）　
午後 300 円（子ども市の買い物券）
申込締切：4/24（金）
申込先：加西おやこ劇場☎43 0830
火・木・金 10:00 ～ 15:00

加西おやこ劇場
第25回おやこまつり

日時：4/19（日）9:00 ～ 11:00
場所：玉丘史跡公園（集合場所）か
ら 3つのコースに別れてゴミを拾う
参加者：だれでも参加可。ただし、
小学生以下は保護者同伴。
申込：当日、現地受付。9:00 集合
問合先：加西市ボランティア・市民
活動センター☎43 8133

加西市社会福祉協議会
クリーンキャンペーン

日時：5/12・19・26（各火曜日）
10:00 ～ 12:00
会場：加西勤労者体育センター
参加費：1 回 200 円
申込：当日参加申込書に参加費をそ
えて（随時参加もＯＫ）
問合先：加西勤労者体育センター（水
曜日休館）☎47 1420

バドミントン教室
（初級・中級・指導者向け上級）

募　集

願書受付期間：5/11（月）～ 18（月）
9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
土・日曜日除く
願書受付場所：加東健康福祉事務所
問合先：兵庫県加東健康福祉事務所
食品薬務衛生課　加東市社字西柿
1075-2（社総合庁舎内）　
☎0795-42-9370

平成21年度調理師及び製菓衛
生師試験について（兵庫県）

■市内コンビニエンスストア（一部）でも天ぷら油を回収

行政相談は、役所や特殊法人の仕事
に関するみなさまからの苦情やご意
見等を受け付け、その解決を通じて
行政運営の改善を図る制度です。
相談は無料で、秘密は固く守られま
すので、お気軽にご利用ください。
日時・場所：
5/7（木）市民会館
5/8（金）南部公民館
5/22（金）北部公民館
各日13:30 ～ 15:30
相談担当者：藤原久司・井上嘉代子
（行政相談委員）
問合先：市民相談室☎428739

行政相談所の開設について

加西市との共同取り組みにより、使用済み天ぷら油の回収を下記の市内コン
ビニエンスストア 3店舗で開始します。回収された廃食用油は、軽油に替
わるエコな燃料ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）として、公用車などに使わ
れます。ぜひ、ご協力下さい。
回収店舗：ファミリーマート加西北条店・加西豊倉店・加西繁昌店
問合先：バイオマス課☎42 8716

市では、昨年 5 月より、職員の意識
改革、接客態度の向上、業務ノウハ
ウなどを学ぶため、市内企業へ派遣
研修を実施しました。この研修に参
加した 4 名及び国・県人事交流研修
参加者 2 名（4 頁に掲載）がそれぞ
れの成果を発表します。
日時：5/14（木）18:00 ～
場所：健康福祉会館 1 階ホール
問合先：総務課☎42 8702

市職員研修成果発表会の開催



■人権相談　 13:30 ～ 15:30  　5/7（木）　市民会館（☎428727）
■行政相談　 13:30 ～ 15:30  　5/7（木）　市民会館（☎428739）
■人権擁護委員による人権相談所　 9:00 ～ 16:00  
　毎週木曜日（休日を除く）　神戸地方法務局社支局☎0795420201
■心配ごと・法律相談・身体障害者福祉相談　 9:00 ～ 11:00  
　4/23（木）　健康福祉会館（☎430303）※法律相談は受付10名まで
■心配ごと相談・身体障害者福祉相談　 13:30 ～ 16:00  
    5/14（木）　健康福祉会館 （☎430303）
■市民相談　 8:30 ～ 17:00  
　月～金曜日　アスティアかさい3階市民相談室（☎428739）
■消費者相談　 8:30 ～ 17:00  
　月火木金　アスティアかさい3階市民相談室（☎428739）
■教育相談 　 9:00 ～ 16:00  
　月～金曜日　教育研修所（☎483993）
■青少年相談（青少年の日常生活の諸問題等）　 9:00 ～ 17:00  
　月～金曜日　青少年センター   （☎423723）
■養育相談（0～18歳までの子どもをもつ保護者対象）　 9:00 ～ 16:00
　月～金曜日  健康福祉会館 家庭児童相談室 （☎426704） 
■母子相談（母子に関する相談）　 8:30 ～ 17:15  
　月～金曜日　市役所  こども未来課（☎428726）
■ボランティア相談　 13:30 ～ 15:30  
　5/7（木）　アスティアかさい3階地域交流センター
　ボランティア市民活動センター（☎438133）
■エイズ・肝炎ウィルス検査・相談　 13:30 ～ 14:30  
　4/20（月）　社健康福祉事務所　（予約制、匿名、原則無料）
　社健康福祉事務所健康増進課（☎0795429365）
■税理士による無料税務相談　 13:00 ～ 16:00  
　5/7・21（木）　市役所5階小会議室　近畿税理士会社支部（☎491897）
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※市外で死亡届を提出された方で「おくやみ」に掲載を希望さ
れる方は、経営戦略室（☎428700）までご連絡ください。

乳 幼 児 健 診

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 
4/27（月）     13:00 ～ 13:45
H21. 2月生まれの乳児　
■4か月児健診  5/12（火）13:00 ～ 13:45
H20. 12月生まれの乳児
■1歳6か月健診  5/19（火）
 13:00 ～ 13:45 H19. 11月生まれの幼児
■2歳児教室　4/22（水） 
13:00 ～ 13:15、14:00 ～ 14:15  
H19. 4月生まれの幼児
■3歳児健診 5/26（火）   13:00 ～ 13:45 
H18. 3月生まれの幼児　
■乳幼児保健相談   5/21（木）　
 13:00 ～ 13:30    希望者　　
■離乳食講習会( 予約制)  5/20（水）  
 13:00 ～ 13:30  
3 ～ 6か月の乳児の保護者（定員10名）
※実習用エプロンをご持参ください。
■パパママ教室パート1（予約制）  
5/14（木） 13:00 ～ 13:30  
妊娠5 ヶ月以降のママとパパ 

　　　  は受付時間です
■母子健康手帳の交付
  8:30 ～ 17:15　妊婦：随時
国保健康課健康係（市役所1階9番窓口）
■妊婦健康診査費の助成申請
  8:30 ～ 17:15　妊婦：随時
国保健康課健康係（市役所1階9番窓口）
※印鑑、市内に住民票があることが確認
できる書類（免許証等）をご持参ください。
※母子健康手帳交付時に申請していただ
けます。

特に記載のないものは、健康増進セン
ターで実施します。

問合先：国保健康課☎428723

★健診日にお子様の体調等でご都合の
　悪い方は、ご連絡ください。
★健診・相談には必ず母子健康手帳を
　お持ちください。

相　談
　　　  は受付時間です

お  く  や  み
  死亡者 年齢    喪主   町名

4月19日（日） 坂 部 整 形 外 科 （北条町☎431444）
4月26日（日） 荒 木 医 院 （北条町☎439711）
4月29日（祝） 小 野 寺 医 院 （王子町☎483737）
5月 3日（祝） 北 条 田 仲 病 院 （北条町☎424950）
5月 4日（祝） 安 積 医 院 （西剣坂町☎460361）
5月 5日（祝） 田尻内科循環器科 （北条町☎437931）
5月 6日（祝） 三 宅 医 院 （中野町☎490067）
5月10日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町☎426000）
5月17日（日） つ つ み 神 経 内 科 （野上町☎422050）

休日のお医者さん

変更になる場合がありますので電話で確認して下さい。
消防本部（☎420119）でも確認することができます。

敬称略。3月1日～ 31日掲載希望届出分

毎月第 3 火曜日　13:00 ～ 16:00
複数の弁護士と福祉専門職とがチー
ムを組み、電話や FAX での相談に応
じます。（相談無料）

善 意 の 花 束 敬称略

■一般預託　　　　　　牡丹 20,000 円
　　　　　　株式会社本陣 10,838 円
　　　　　　ボーイスカウト加西第1団（イオンでの募金活動） 18,594 円

加西市社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

高齢者・障害者
権利擁護なんでも 110 番

「ひよっこタイム」は、保育所に入
所するまでの幼児が、初めて経験す
る集団遊びの場です。
ここでは、いろいろな玩具を利用し
ての親子遊び、一人遊びから友達遊
び、又､ 保育士による歌、手遊び、
絵本の読み聞かせやパネルシアター
等、お楽しみの時間もあり、遊びな
がら社会性を身につけていきます。
子育てに関するちょっとした不安や
悩みは、気軽に家庭児童相談員に相
談しましょう。
親子で遊んで育児不安解消、「ひよっ
こタイム」を利用しませんか。
場所：健康福祉会館第2棟2階　児
童療育室（ひまわりルーム）
対象：市内在住の１歳以上　保育所
入所前の幼児とその保護者
利用方法：月・水・金曜日の内1日
（10:00 ～ 11:30）　　　　
申込：月～金曜日9：00 ～ 16：30
来室のうえ、利用登録をお願いします。
定員：親子　各曜日40組（計120組）
費用：無料
問合先：ひまわりルーム☎426704
※子育て学習センターに参加予定の
方はご遠慮ください。定員になり次
第締め切ります。電話での受付は出
来ません。
■「わくわくタイム」同時募集
就学前の 3・4歳児を対象とした親
子遊び。ぜひご参加下さい。
利用：金曜日(第1 ～ 4週)
13:30 ～ 15:00頃
※月・水・金の「ひよっこ」と併せて
利用できます。

平成21年度子育て支援
「ひよっこタイム」参加者募集

子育て支援を更に図るため、今年の
夏休み期間中の預かり保育から、北
条幼稚園に加え九会幼稚園において
も実施します。
※申請書は各幼稚園にあります。
実施日：7/21（火）～ 8/31（月）（土・
日並びに 8/13 ～ 15 を除く）
保育時間：8:30 ～ 18:00
場所：北条幼稚園、九会幼稚園
対象：市立幼稚園に在籍の園児
開園条件：両園(北条・九会幼稚園)
各15人以上の希望がある場合。
※15人に満たない場合は北条幼稚園
で実施します。
申込期限：5月29日（金）まで
預かり保育料：7月分は１人6,000円、
8月分は１人16,000円。おやつ代は、
別途集金します。保育料は各自金融
機関へ納付願います。
申込先：各幼稚園・幼児園、又は
こども未来課☎428726

幼稚園夏季預かり保育
園児募集

市内で慰問演奏や定期演奏会を中心
に活動。団員を随時募集しています。
入団条件：加西市内在住または在勤
で義務教育を修了された方
練習時間：毎週水・金曜
20:00 ～ 22:00
練習場所：市民会館等の公共施設
月額団費：一般1500円、学生500円、
家族（2 人目から）500 円
問合先：林公一（団長）☎42 0423

加西市吹奏楽団団員募集

☎  ０７８- ３６２- ００７４
℻    ０７８- ３６２- ００８４

スペースの活用法を募集したとこ
ろ、様々なご提案を頂きありがとう
ございます。それぞれの案につい
て、費用等の面から実現が可能かど
うか、ただいま検討しています。ユ
ニークで魅力的なアイデアを、引き
続きお寄せください。
問合先：善防公民館☎48 2643

善防公民館旧図書スペース

北本恒光 83 北本治義 東剣坂町
定行英明 56 定行俊成 鴨谷町
岩本正雄 84 岩本正輝 豊倉町
青田　明 75 青田明博 北条町栗田
三宅てるの 96 三宅和夫 田原町
塚原よしの 93 塚原節明 北条町黒駒
小川きみ子 92 小川和正 田谷町
王子いとゑ 80 王子英俊 三口町
高田きぬ子 86 高田　均 中西町
中倉睦代 75 中倉建男 坂本町
松本かつゑ 83 松本美吉 別所町
市位たまゑ 95 市位　稔 北条町栗田
髙井はるみ 75 高井美成 北条町横尾
圓滿宮子 78 圓滿正一 上万願寺町
板井むつの 88 板井正典 網引町
金川美榮子 82 金川裕之 和泉町
初坂七良 90 初坂　武 若井町
藤原數雄 84 藤原博司 中野町
西村圭治 87 西村文雄 繁昌町
明井教覚 80 明井教玄 大工町
前川なつこ 88 前川正之 若井町
菅野さとの 74 菅野敏弘 繁昌町
橋爪　昇 79 東郷靜雄 田原町
内藤朝夫 87 内藤敏夫 満久町
藤原　稔 72 藤原輝代 殿原町
大寺清三 84 大寺　勇 西剣坂町
玉田こ志を 95 玉田弘美 玉野町
前田辰男 82 前田省三 王子町
辻　みさの 95 辻　雅樹 国正町
岡本たみゑ 99 岡本國生 都染町
吉川　茂 84 後藤規之 谷町
中島　清 79 中島信幸 倉谷町
筧　敏一 74 筧　勝也 網引町
衣笠ふくゑ 96 衣笠昌弘 和泉町
岩佐節子 81 岩佐雅博 豊倉町
西浦みよ子 81 西浦　孝 玉野町
高見志げ 100 高見芳和 河内町
松末政子 84 松末祥光 別府町甲
藤本啓一 99 鴨川泰治 山田町
本岡なつゑ 96 本岡　弘 小印南町
筧　茂子 86 筧　豊 網引町
北川隆一 72 北川和正 馬渡谷町
谷川俊彦 66 谷川龍彦 若井町
安富塡了 77 安富忠昭 畑町
吉田克代 75 吉田昌嗣 別府町甲

納税者が市の固定資産評価台帳の内
容に不服がある場合に開催される固
定資産評価審査委員会に出席し、審
議を行う。不定期開催、任期3年。
報酬：日額8,300円
申込：市販の履歴書に必要事項を記
入のうえ、郵送又はご持参下さい。
募集期限：5/7（木）
申込先：総務課☎428702

固定資産評価審査委員会委員
の募集



「フラワ 1985」搬出作業の様子

■北条鉄道車両が紀州鉄道へ
北条鉄道開業以来24年間走り続けて
きた車両フラワ 1985 が 3月 31日、
和歌山県御坊市の紀州鉄道に売却さ
れ、搬出作業が行われました。走行
距離は100万キロを超えています。
紀州鉄道へは2000年にも同型車両が
売却され、同社では北条鉄道の旧車
両２両が走ることになります。

■かさいフェスタ2009（仮称）
開催日時：8月2日（日）
開催場所：県立フラワーセンター

発行／加西市　　
　　　〒675-2395　加西市北条町横尾1000番地　☎0790421110（代）
編集／加西市　経営戦略室　☎0790428700　FAX0790431800

● ホームページ　http : //www . city . kasai . hyogo . jp
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かさいフェスタ 2009（仮称）の名称募集

市外に住まれている加西市出身の方、加西市にゆかりのある方、加西を訪れ加西ファ
ンになった方、ふるさと納税（ご寄付）をお願いします。
ご寄付の仕方や特典などについてご説明申し上げます。お問い合わせ下さい。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合先  経営戦略室☎ 0790 42 8700

ふるさと納税は加西市に

「古法華のヤマツツジ」
安田秀雄さん撮影 ( 西高室 )

　昨年後半からの経済情勢の急激な悪化を受けて、市の財政状
況や市内企業の経営環境は非常に厳しいものになっています。
　恒例となった加西の夏祭り（加西サイサイまつり）ですが、
このような状況から、多額の費用をかけて派手に開催する従来
型の祭りではなく、経費を抑え、地域の資源を最大限に有効活
用し、加西市にしか出来ない祭りを実施しようということで、
今年は場所を「兵庫県立フラワーセンター」に移して開催する
ことになりました。
　また、開催場所が大きく変わる１年目でありますので、併せ
て「加西サイサイまつり」という名称も見直したいと考えてい
ます。
　そこで、市民の皆様から、生まれ変わる加西の新しい夏祭り
にふさわしい名称を募集します。

【問合先】　ふるさと営業課　☎428740

北条鉄道関連トピックス

【問合先】　経営戦略室　☎428700

出発合図の号令をかける社長の中川市長

■旧三木鉄道車両が運行開始
昨年北条鉄道株式会社が購入した旧
三木鉄道車両、フワラ2000-3の運行
が4月 5日に始まりました。社長の
中川市長の出発合図で北条町駅を発
車。営業運行初日ということもあっ
て多くの鉄道ファンが来場しました。
当分の間は、外装を変えずに運行さ
れる予定。

駅窓口の隣にある観光案内所

■観光案内所が北条町駅に
アスティアかさい1階で観光客や市
民に親しまれてきた加西市観光案内
所が4月 1日、装いを新たに北条鉄
道北条町駅内に移転しました。
案内所は明るい雰囲気のオープンな
施設で、鉄道利用の市外からの観光
客には、「たいへん便利になりました
ね」と好評です。

■名称募集
応募資格：加西市内に在住または
通勤・通学されている方
応募期限：5月15日（金）
応募方法：
名称とその理由、住所、氏名、電話番号、年齢、性別を明
記の上、ハガキあるいはFAX、メールで応募してください。
加西市地域振興部ふるさと営業課
〒675-2395　加西市北条町横尾1000番地
☎428740　℻  43 1802　
E-mail　furusato@city.kasai.lg.jp


